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民間ビルからの再生水
供給ルート

ビルの再生水を活用した行幸通り保水性舗装への

自動散水システム



測定対象

測定対象箇所



測定期間中の気象状況

20 

40 

60 

80 

100 

27 

29 

31 

33 

35 

2010/8/3 2010/8/4 2010/8/5 2010/8/6

相
対

湿
度

[%
]

温
度

[℃
]

時 間[h]

気温 気温_東京管区気象台

相対湿度 相対湿度_東京管区気象台

0 

200 

400 

600 

800 

1000 

1200 

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

2010/8/3 2010/8/4 2010/8/5 2010/8/6

日
射

量
[W

/
m
2
]

風
速

[m
/
s]

時 間[h]

平均風速 日射量

気温（青線） 日射量（赤線）



行幸通り保水性舗装への散水状況

散水中 散水後

ノズルからの散水 散水範囲

ポップアップ式ノズル（左：散水時、右：収納時）



道路への散水による顕熱低減のイメージ

散水前 散水後



サーモカメラによる観測状況



路面表面温度（2010年8月4日AM5:00）

散水による表面温度低減効果（AM5時）

散水時間はAM1:00～AM6:00、PM3:00～PM6:00。

非散水部表面温度
32.7℃

散水部表面温度
30.5℃

非散水部

散水部

（散水中）
表面温度差

2.2℃



路面表面温度（2010年8月4日PM2:00）

散水による表面温度低減効果（PM２時）

散水時間はAM1:00～AM6:00、PM3:00～PM6:00。

非散水部表面温度
50.9℃（日なた）

散水部表面温度
42.6℃（日なた）

非散水部

散水部

（散水停止中）

表面温度差
8.3℃

散水部表面温度
39.1℃（日陰）



路面表面温度（2010年8月4日PM4:00）

散水による表面温度低減効果（PM４時）

散水時間はAM1:00～AM6:00、PM3:00～PM6:00。

非散水部表面温度
47.4℃

散水部表面温度
35.9℃

非散水部

散水部

(散水中）

表面温度差
11.5℃

（8/4の最大値）



散水による表面温度低減効果（2010/8/4）

15～18時散水1～6時散水

散
水
部
表
面
温
度

－
非
散
水
部
表
面
温
度

散水中の16時に
最大11.5℃の温度低減

散水から8時間後の14時でも
8.3℃の温度低減

日の出前の散水中は、
2.2℃の温度低減



非散水部
貫流熱量

非散水時
路面表面温度

散水時
路面表面温度

100mm

300mm

100mm

250mm

アスファルト

コンクリート

散水部
貫流熱量

屋外部

地下駐車場屋内部

今後の課題：散水による地下駐車場への貫流熱量の

低減効果の検証

散水による表面
温度低下に伴う
貫流熱量の低減


